
 

本年度の振り返り 
                                                               島 津 睦 雄 

 平成から令和へと年号が変わった今年度もあと１ヶ月余りとなりました。 

地域・保護者の皆様方のご協力・ご支援により、教育活動は滞りなく進めることができま

した。現在、本校は年明けから校庭は半分ほどになり、新校舎建設への準備が始まっていま

す。６月に実施した「サブファミリー総合防災訓練」と「地域合同総合防災訓練」は、天候

不順に伴い一部変更のプログラムとなりましたが、昨年度と同様に１１町会・自治会と共に

取り組むことができました。しかし、当初予定していた地域合同総合防災訓練で、小学５年

生から中学３年生までの「地域・縦割り集団」での訓練参加ができなかったことはとても残

念でありました。また、農業体験学習は、小中の縦割り集団での「田植え・稲刈り」から「米

の収穫祭」へとつながる、一貫性のある教育活動であり、今後の小中一貫教育の礎となるこ

とを期待します。 

 本校では、更なる「あいさつ運動」を目指して、礼節に重点を置いた指導「一度止まって

から挨拶」する行為を取り入れたこと、１０月に始めた「一足制」の試行導入は、常に校舎

内を汚さない、気遣いのできる生徒を育成するとともに、一足制の文化・伝統を培うために

導入実施しております。また、本校の教育の根幹は「当たり前のことが、当たり前にできる

生徒」の育成です。礼節を重んじ、自然な挨拶ができることは、残された年数も学校施設に

愛着をもち、丁寧に使うことの意義を、生徒とともに共感できることを目指しております。 

 生徒の学習面（学力）は、全学年で右肩上がりの傾向が見られますが、生徒の基礎学力の

二極化など、小学校との連携・協力の必要性を実感します。小中一貫教育においては、学び

の連続性や一部の教科での教科担任制の導入など、課題解決への手立てやヒントがあるよう

に思えます。本校で積み重ねた授業スタイルの構築化を、更に確立して「わかる授業づくり」

への授業改善を推進することで、生徒の確かな学力へと結びつくことを期待しております。 

 いよいよ３年生は都立高校（一次）の発表が３月２日（月）にあります。全員が見事志望

校に合格し、進路決定がなされることを願うばかりです。しかし残念ながら希望通りの結果

が得られず、進路先決定に向け、更なる対応の必要な生徒がいた場合は、最後の一人まで責

任を持って対応していきます。すでに進路先が決定した生徒は、仲間への配慮をお願いしま

す。１・２年生は、先日の学年末考査を終え、ややもすると気のゆるみがちな時期ではあり

ます。でも今の時期だからできる学習があり、一日一日を充実させ、年度のまとめに一生懸

命取り組むことを期待しています。 

 すべての生徒が、令和２年度へ胸を張ってステップアップするための取り組みをし、「有

終の美」を飾ってもらいたいものです。３月１９日（木）の卒業式、３月２５日（水）の修

了式と区切りの時期を迎えます。そして、４月からは新たな生徒を迎えます。教職員が一丸

となり、生徒が明るい希望をもてるよう努力して参りますので、今後も保護者・地域の皆様

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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学校便り 
       体罰ｽﾛｰｶﾞﾝ:「 ト リ プ ル A  A せ ら ず  A わ て ず  A き ら め ず 」 



 評価基準 （※グラフ数字 左：10 月  右：2 月） 

評価基準に対する達成度４：常に ３：心がけて ２：気分次第で １：不十分なところ 

       

       

    

【今月の主な予定】 

３月 ２日（月）都立高校一次 前期発表日    １７日（火）卒業式予行・各種表彰 

７日（土）土曜授業日・授業成果発表会   １９日（木）卒業式 

  １０日（火）校外学習２年          ２０日（金）春分の日 

  １１日（水）シェイクアウト防災訓練     ２３日（月）１、２年保護者会 

  １３日（金）PTA３月総会           ２５日（水）修了式 

私たちの約束【評価】 
生徒会で考えた５つ約束は、生徒集団の質

を高めるために、生徒一人一人が「当たり前

のことを当たり前にできる生徒」になること

を目指して定めたものです。今回は年間２回

実施した自己評価の対比を掲載いたしまし

た。 

全体的には７割程度の生徒はよく頑張っ

ています。集団としての質を高めるためには

更なる意識改革を生徒会と協力して、次年度

は取り組んでいきたいと考えております。 



 


